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鉱物生薬構成に よる抗癌中薬の補助薬 と

して の漢方 エ キス 剤の有用性 につ い て

佐賀県立病院好生 館東洋医学診療部

○白水倶弘、 矢 山利彦、井上 英介

〔は じめ に 〕克癌 7851 は劉兄 弟が、本草綱 目に緑青 、 鉄屑が癌に有効で あ る こ とか ら

作製 し、 1978 年 5 月 1 日か ら臨床に 使用 され た 方剤である 。 熱毒 ・お血と い っ た副作

用 の た め広 く臨床に は 用 い られ な か っ た が、中日友好病院 （北京） の 周舒教授 らは補助薬

と して 漢方方剤 （煎剤）を使用 し、主 薬で あ る克癌 7851 の 副作用 を防止 し安全な使用

を可能と した。本研究は、日本に お い て 普及 して い る漢方 エ キ ス 剤が克癌 7851 の補助

薬 と して 有用で ある か に つ い て 検討を行 っ た。

〔対象 と方法〕 1991 年 3 月か らの 92 年 2 月まで の 1年間に 、 胃癌 、 大腸癌、肝臓癌、

そ して 乳癌な どの術後再発症例を中心に 40 例 に克癌 7851 の 投与を行 っ た 。 こ の 中で

予防投与症 例や脱落症例な どを除き、 3 か 月以 上投与を行 っ た 17 例に つ い て検討を行 っ

た 。 投与の 方法は 、 主薬で ある克癌 7851 の 6 〜 9 錠／日 の 分 3食直後の 服用と、食 2

時間後、補助薬 と して 漢方 エ キ ス 剤（ツ ム ラ）の 投与を行 っ た 。主薬は単独ある い は既存の 制

癌剤の 中等量 との 併用 とした 。

〔結果〕補助薬と して 、清熱 。解毒を目的に 茵陳蒿湯 5g と桂枝茯苓丸 5g を合方 し、 さ

らに 担癌患者の 補気を考え補中益気湯 5g を合方 し、分 3投与を原則と し、症例に よ り多

少 の 変方を行 っ た 。 1例に 口 苦な どの 熱症状 を訴え た が 、ほ とん どの 症例主薬 に 対す る副

作用は見 られず 、 克癌 7851 の 6 〜 12 錠の 投与の 補助薬と して 漢方エ キ ス 剤で も有用

で あ る と考え られた 。

〔ま とめ〕克癌 7851 は鉄 と銅 と い っ た鉱 物生薬で 構成 され て い るため熟 口苦、口 内

炎、舌炎な ど の 症状を呈す る 。 安全に使用する た め に 補助薬として 漢方 エ キ ス 剤を使用 し

17 例中 1例に 副作用を認めたが休薬期間を置 くことによ っ て継続が可能であ っ た 。 漢方

エ キ ス 剤は補助薬と して 有用で あ っ た 。

（本研究に終始ご協力、ご助言 い ただき、また本方剤の 提 供を い ただい た中日友好病院病

理生理学教授周野先生な らびに大学院生山本晃久氏に深謝い た します。 ）
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